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捨てて良いものとダメなもの

校長 向田伸子

私事になりますが，この２学期は，自宅の建替えのた
め断捨離に明け暮れた日々となりました。これまで転々
と県内あちこちを転勤してきたため，その都度に増えた
たくさんのモノが家中に溢れかえっていました。残すの
か，処分するのかを考えることの大変さに何度も心くじ
けそうになりました。しばらく開けていなかったダンボ
ールを開けて一つ一つ吟味していくと，「わぁ～懐かし
い！！」となってしまい，なかなか前に進みません。思
い入れのあるものだったりすると，やはり捨て難く，悩
んでしまいます。おまけに夫の実家も処分することにな
り，２軒分の断捨離となりました。そんなこんなで丸々
５カ月位は時間を要したと思います。

断捨離のプロの片付け話を聞けば，処理済みの書類は
「まず捨て」が原則らしいのですが，その書類に何らか
の書き込みがあれば，それはただの書類ではなくなって
しまい，「その時々にそこに存在した私の姿」がありま
す。
また実家の断捨離では，仮に書類の中に私たち子供へ

の思いを書き残したメモがあっても，業者に処分を頼め
ば，それはそのままいとも簡単に処分され，決して遭遇
することのないままの宝物になったりするわけです。断
捨離によって，こんな大切な恩までを断ち切ってしまう
ことが何となく申し訳ないような気持ちになりました。
そんなこんなで断捨離の難しさを実感したここ何カ月で
した。

さて，今年も年末の大掃除
の時期がきました。今年は例
年よりもスムーズにできそう
な感じがしています。とは言
え，年賀状の作成と大掃除と
・・・と，やはり後半慌てて
取組む年末になりそうです。

南中だより

各国の大掃除は？と言えばアメリカはクリスマス前や
春に，イギリスも暖かくなった春に，中国は２月の春節
前にするそうです。興味深いのは，ルワンダでは毎月最
終土曜日の午前中と決まっていて，この時は店も閉まり
交通機関もストップするそうです。昔はやらない人は逮
捕されていたそうですが今は罰金が残っているそうで
す。日本と同じように年末にする国としてはモンゴルが
挙げられていました。

生徒の皆さんも年末は，御家族の方々と一緒に家族の
一員として大掃除に取り組んでくださいね。

今年もコロナウィルスに翻弄された１年でしたが，生
徒たちは落ち着いて毎日を過ごしていましたし，それぞ
れに大きな成長を見せてくれました。

保護者の皆様，生徒の皆さん，体調に気を付けられ，
どうぞ良いお年をお迎えください。

特別朝会・教育講演会

12月２日(木)に，本校ＯＢの窪壮一朗さん(南薩いな
か暮らし代表)を講師にお招きし，「はたらくを楽しむた
めに」という演題で教育講演会を開催しました。自分が
幸せになるために仕事をすれば、結果として社会に貢献
していることになる。学校における最低限の学びをしな
がら、自分の好きなことを、とことん突き詰めて欲しい。
と語っていただきまし
た。生徒は，「将来の仕
事について考えるよう
になりました」「『人の
生き方・働き方・考え
方』にはいろいろな視
点があることが分かっ
た」等の感想を書いて
くれました。

12月７日(火)は，特別朝会でした。本校進路指導部
の佐々木教諭から，「Society5.0」と呼ばれる今から迎
えるバーチャルと現実社会とが融合された時代の生き方
や，今必要なことについ
ての講話を受けました。
生徒は，「今年度，本校
で取り組んだ研究でもあ
る「自律性」を身につけ
ることが，この社会で必
要な要素」というメッセ
ージを受け取っていまし
た。

門松づくり

12月18日(土)，おおばるセミナー・
家庭教育学級の共催で門松づくりを行い
ました。本校PTAのOBで生花店経営の
田知行義久さんを講師に，保護者や生徒
の皆さん，職員が，正門に立派な門松を
作りました。当日は今年一番の冷え込み
と言われていましたが，幸い天気は良く，
抜けるような青空が印象的でした。竹の
切り出しから始まり，お父さんたちも縄
の結び方を学ぶなど，とても有意義な時間でした。
御協力いただきました方々に感謝申し上げます。門

松のおかげで本校も素敵な正月が迎えられそうです。

これからの主な行事

月 日 曜 行事予定

11 火 始業式 大掃除

12 水 ３年実力テスト(～13日)

14 金 漢字検定 市ＳＣ来校

15 土 英語検定(１次)

１
18 火

鹿児島学習定着度調査(～14日)１･２年

生徒朝会(入試激励会) 県ＳＣ来校

21 金 市ＳＣ来校 ＰＴＡ文化部会

22 土 私立高校入試(～27日)

27 木 ＰＴＡ評議員会

※集金日 １年：18日 ２年：19日 ３年：20日


